
























































































































































































































































































































































門人姓名録』には、檀隣について「戊子 本藩中丸田八左エ門二男鍋二郎十才／一 檀隣 名秀 字秀文 入門 丸田鍋三
郎／九十八 介者親父同行」とあることから、檀隣は文政11年（1828）に入門した98番目の弟子、黒羽の丸田鍋三



















































































⒃　久保佐知恵 《盆景石画図》解説（註２　早稲田大学會津八一記念博物館図録）、筆者 《盆景石画図》解説（註１ 栃木県
立博物館図録）
⒄　崎田傳右衛門の伝記については以下の文献を参照した。二本松藩史刊行会編『二本松藩史』 二本松藩史刊行会　1926
年、平島郡三郎『二本松寺院物語』　二本松町　1954年、小原覚右衛門『郡山の筆跡』３　歴史春秋社　1984年、『二本
松市史　第９巻 自然・文化・人物　各論編２』　二本松市　1989年
⒅　『檀山先生門人姓名録』（東北大学附属図書館狩野文庫）の詳細については杉本氏論考（註５）を参照。
⒆　大沼美雄「安積艮斎と黒羽藩の人々」（『安積艮斎と門人たち』 福島県立博物館　2001年）。大沼氏は「東省日録」の他
に、安積艮斎『遊豆記勝 東省続録』のうち「東省続録」にある艮斎の黒羽訪問について言及されている。「東省続録」
の記述により、斐が郡山を訪れた６年後の天保７年（1836）10月23日、艮斎は黒羽の斐を訪問し、草庵に一泊している
ことが分かる。
⒇　村山吉廣、安藤智重『安積艮斎 艮斎文略 略注』　明德出版社　2013年より引用。
　平島氏著書（註17）
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會津八一記念博物館　研究紀要　第22号
 　『平成13（2001）年度　第２回企画展　肖像に見る福島を築いた人々 顔とすがたの人物誌』　福島県立博物館　2001年
（作品番号96）
　２×６で12歳のことを意味するか。
　福島県白河の絵師・蒲生羅漢（1784～1866）のことか。
　北口英雄「「小泉檀山門人録」について」（『歴史と文化』9　栃木県歴史文化研究会　2000年）
　小林聖夫「近世後期の画人小泉檀山門人録考―大田原市常念寺天井画調査のことなど―」（下野近世史研究会編『近世
下野の生業と文化と領主支配』　岩田書院　2018年）
　東京都立中央図書館特別文庫室蔵　加賀文庫1943　１冊　26.9×18.5㎝
【挿図典拠】
図１、９、10、13　筆者撮影
図２、３、４、５　『第一二六回企画展　生誕二五〇年記念　偉大なる無名画家　小泉斐』　栃木県立博物館　2020年より転
載
図６、７　東京文化財研究所 主任研究員 安永拓世氏撮影
図８　国立国会図書館デジタルコレクションより転載
図11、12　『平成13（2001）年度　第２回企画展　肖像に見る福島を築いた人々　顔とすがたの人物誌』　福島県立博物館　
2001年より転載
図14　公益財団法人德川記念財団 学芸員 柿澤香穂氏撮影
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